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6
公開シンポジウム

「英語教育の新時代 『英語ができる日本人』の育成のための戦略構想」を超えて

開催日

企画班

企画者

講演者

2008年9月15日

言語と認知班

大津由紀雄

江利川春雄(和 歌山大学)、斎藤兆史(東 京大学)、津田幸男(筑 波大学)、三浦孝(静

岡大学)、山田雄一郎(広 島修道大学)、古石篤子(慶應 義塾大学)、大津由紀雄(本

拠点言語と認知班)

 公開シンポジウム 「英語教育の新時代 『英語が

できる日本人』の育成のための戦略構想を超えて」

は、2008年9月15日 、520名 の参加を得て、大盛会

であった。5時 間を越える長丁場 も、議論の熱気

におされ、あっというまに終了時間(40分 ほど、

予定時間を延長)と な り、充実した1日 となった。

 今回のシンポジウムでは、津田幸男(筑 波大学)、

山田雄一郎(広 島修道大学)、 江利川春雄(和 歌

山大学)、三浦孝(静 岡大学)、斎藤兆史(東 京大学)、

古石篤子、大津由紀雄(慶應 義塾大学)(敬 称略)

の7名 が登壇 し、講演、パネル・デ ィスカッション、

全体討論を行った。 シンポジウムの趣旨は、戦略

構想 の分析 と行動計画の評価をしたうえで、今後

の英語教育のあるべ き姿を議論するというもので

あった。認知科学など関連諸科学(論 理)の 成果

と教育政策や教室における教育実践(感 性)の バ

ランスを念頭において構成された。シンポジウム

での議論により、 トップダウンに、 しかも、数値

で学校教育各段階での英語教育の目標を設定する

ことの問題点が明 らかにされ、同時に、外国語教

育 としての英語教育における母語の重要性の認識

が強 く打ち出された。 シンポジウムの最後に、今

回の登壇者を中心に作成した、教育再生懇談会に

対する要望書の概要を紹介 した。この要望書は10

月20日 に懇談会の安西祐一郎座長に対 して直接提

出した。このシンポジウムに関連する資料は大津

由 紀 雄 研 究 室 の ウ ェブ サ イ トhttp://www.otsu.icl.

keio.ac.jp/か ら ダ ウ ン ロー ドで き る。 ま た 、 こ の

シ ンポ ジ ウ ム を も とに した 書 籍 を 、 シ ンポ ジ ウ ム

を 後 援 した慶應 義 塾 大 学 出 版 会 か ら2009年 春 に刊

行 す る予 定 で あ る。12月21日 に は 、 日吉 キ ャ ンパ

スJ14教 室 に お い て 、 佐 藤 学 さ ん の 講 演 「言 語 リ

テ ラ シー 教 育 の ポ リテ ィ ク ス」 と題 さ れ た 講 演 と

佐 藤 さ ん と大 津 由紀 雄 の 対 談 が 開 催 さ れ た 。

                (大 津 由紀 雄)
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